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『希有未曾有法経』における菩薩誕生記事の問題点

天 野

はじめに

ブッダの生涯における重大事項を八つにまとめたものを八相と呼ぶ。その内容は、下天・托
① 

胎・降誕・出家・降魔・成道・転法輪・入浬繋である。ブッダの伝記を記す仏教文献(以下仏伝

と呼ぶ)は、これらの事柄を中心に述べているのであるが、その形態は、多種多様である。ブ

ッダの生涯の出来事について、断片的に記す文献もあれば、下天から浬繋に至る生涯に言及す

る文献もある。そして、仏伝の原初形態を追求するとなると、当然、阿含・ニカーヤおよび律
② 

蔵に含まれる仏伝の調査が不可欠となる。これらの文献に含まれる仏伝は、ブッダの生涯全て
③ 

をカバーするものではなく、断片的に記すものである(ここでは]iita.初の注釈書である Nidiina-

初thiiは除く)。またこれらは、ブッダの成道以後から始まるものが多いが、それ以前のことを
④ 

記すものも存在する。その一つが、菩薩の誕生記事(本稿では下天から降誕までの出来事を「誕

生記事」と呼ぶ)を保存する Acchariyabbhutadhammasutta(MN.123 ， MN.III pp.118-124.以下
⑤ 

『希有未曾有法経』と表記する)である。『希有未曾有法経』は、仏伝におけるブッダ誕生場面を
⑥ 

考察するうえで、古くから重視されてきた。本稿では、この経典に着目し、同じ形態を保存す
⑦ 

るMαhiipadiinasuttanta(DN.14、DN.II pp.1-54.) のヴイパッシン菩薩(過去仏の菩薩時代)誕

生記事と比較検討し、その成立過程を明確にしたうえで、『希有未曾有法経』における菩薩誕

生記事の問題点を指摘したい。その際、所属部派の異なる漢訳文献も併せて考察する。

1. IF希有未曾有法経』における菩薩誕生記事

『希有未曾有法経』の冒頭には、本経が菩薩誕生について述べるに至った経緯を説明する導

入部分がある。以下その箇所を示す。

【資料1】

Atha kho sambahulanarp bhikkhunarp pacchabhattarp pi1)clapatapatikkantanarp 

upatthanasalayarp sannisinnanarp sannipatitanarp ayam antarakatha udapadi:一企Eニ
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Charivam， avuso. abbhutam. avuso. Tathagatassa mahiddhikata mahanubhavata. 

yatra hi nama Tathagato ati:te Buddhe parinibbute chinnapapance chinnavatume 

parivadinnavatte sabbadukkhavitivatte ianissati: Evam・jaccate Bha交avantoahesum 

江i.J2L.~vamnama te Bha四 vantoahesum iti pi， evam-gotta te Bha回 bantoahesum iti 

匝1.~vam-sïlã ・・・ evam-dhamma ..， evam-panna ... evam-vihari ... evam-vimutta te 

Bha四 vantoahesum iti piti!. Evarp vutte， ayasmaλnando te bhikkhu etad avoca;-

Acchariya c'eva， avuso， Tathagata acchariyadhammasamannagata ca; abbhuta c'eva， 

avuso， Tathagata abbhutadhammasamannagata cati. Ayan ca h' idan tesa叩 bhikk・

hunarp antarakatha vippakata hoti. (MN.III pp.118-119) 

〈訳〉さて、多くの比丘たちが、食後に托鉢よりもどり、講堂に集まって、坐っていたと

き、つぎの談話が起こった。「友らよ、希有である。友らよ、未曾有である。知来に大神

力があり、大威力があることは。実に如来は、般浬繋し、戯論を断ち、道を断ち、輪廻を

終娘、させ、一切の苦を超越した過去の諸仏について知っていたからである。「かの世尊方

はこのような生まれであった』とか『かの世尊方はこのような名であった』とか『かの世

尊方はこのような姓であった』とか『かの世尊方はこのような戒を持っていた』とか「か

の世尊方はこのような法を持っていた』とか『かの世尊方はこのような慧を具えていた』

とか『かの世尊方はこのように住していた』とか『かの世尊方はこのような解脱をした』

というように」と。このように言われたとき、尊者アーナンダは、比丘たちに次のように

言った。 r友らよ、希有でいある。如来方が希有の法をそなえていることは。友らよ、また

未曾有である。如来方が未曾有の法をそなえていることは」と。比丘たちのこの談話は中

断された。

この後、ブッダが講堂に来て、比丘たちから中断した談話の内容を聞き、次のように述べる。

【資料2] 

Atha kho Bhagava ayasmantarp互nandarpamantesi:-Tasmatiha tarp.互nanda，

bhiyyosomattaya patibhantu Tathagatassa acchariya abbhutadhamma ti. (MN.III p. 

119) 

く訳〉さて世尊は、尊者アーナンダに言った。 rそれではアーナンダよ、 [あなたは]如

来の希有にして未曾有である諸々の法がさらに明らかになるようにしなさい」と。

Sammukha me tarp， bhante， Bhagavato sutarp， sammukha patiggahitarp: Sato sampa-

j忌nouppajjamano，λnanda， Bodhisatto Tusitarp kayarp uppajjiti; yam pi， bhante， sato 

sampajano Bodhisatto Tusitarp kayarp uppajji， idam aharp bhante， Bhagavato acchar-
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iyaq1 abbhutadhammaq1 dharemi. (MN.III p.119) 

く訳>r尊師よ、私はつぎのように世尊のご面前でお聞きし、ご面前でお受けしています。

『アーナンダよ、菩薩は念をそなえ、正知をそなえ、 トゥシタ天の身に生まれたのである」

と。尊師よ、菩薩は念をそなえ、正知をそなえ、トゥシタ天の身に生まれたということ、

これを私は世尊の希有であり未曾有である法と憶持いたします。」

[資料2】が記すように、『希有未曾有法経』での菩薩誕生記事は、アーナンダが、以前にブ

ッダから聞いた話として語りはじめる設定となっている。
⑧ 

『希有未曾有法経』の菩薩誕生記事をまとめると以下のようになる。

(1)菩薩は念をそなえ、正知をそなえ、 トゥシタ天の身に生まれかわる。 (2) トゥシタ天に

とどまる。 (3)寿命の限りとどまる。 (4) そこから没して母胎に入る。 (5)母胎に入ると、無

量の広大な光が神々の威神力を圧倒して現れる。 (6)菩薩と母とを守護するために四天子が接

近する。 (7)菩薩の母は自然に戒をそなえる。 (8)菩薩の母には他の男性に対して愛欲を伴っ

た思いが起こらない。 (9)菩薩の母は五種の欲を与えられ楽しむ。 (10)菩薩の母は安らかで

身体に疲労がない。 (11)菩薩の母は、菩薩が生まれて七日のうちに亡くなり、 トゥシタ天に

生まれかわる。 (12)菩薩の母は十ヵ月で菩薩を出産する。 (13)菩薩の母は立ったまま出産す

る。(14)菩薩が母胎から出るとき、初めに神々が、後に人々が受けとめる。 (15)菩薩が母胎

から出るとき、菩薩は大地に到達することがなく、四天子が受けとめる。 (16)菩薩が母胎か

ら出るとき、いかなる不浄物にも汚されない。 (17)菩薩が母胎から出るとき、冷熱二つの噴

水が現れ、菩薩と母を水洗いする。 (18)菩薩は生まれると、静かに両足で大地に立ち、北に
⑨ 

向かつて七歩進み、あらゆる方向を眺め、「私は世界の第一人者である」との言葉を語る。

(19)菩薩が母胎から出るとき、無量の広大な光が神々の威神力を圧倒して現れ、また一万世

界が震動する。

以上が r希有未曾有法経』における菩薩誕生記事の内容である。上記の項目それぞれの末尾

に「世尊の希有でhあり未曾有である法と憶持いたします (Bhagavatoacchariyarp abbhutadham-

mam dharemi.) J という定型句カナ添えられる。そして本経の末尾に、知来にはもろもろの受・

想・尋が、生じるとおり、現前するとおり、減没するとおりに知られ、これも希有であり未曾

有な法であるということがブッダによって説示される。

本経はその内容から(特に誕生偶を含むことから)、後代の仏伝文献におけるブッダ誕生場面
⑬ 

の源泉になる要素を含むものとして重視されてきた。

さて本経で注意すべき記述は、導入部分の[資料1】である。この記述は、漢訳『未曾有法

経」には存在しない。漢訳『未曾有法経』は以下のように記す。
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【資料3】

爾時尊者阿難。則於H甫時従燕坐起。往詣イ弗所稽首躍足。却住一面白目。世尊。我聞世尊迦

葉悌時始願イ弗道行発行。若世尊迦葉イ弗時始願悌道行党行者。我受持是世尊未曾有法。我間

世尊迦葉イ弗時始願イ弗道行党行生兜窓口多天。若世尊迦葉イ弗時始願イ弗道行先行生兜琴日多天者。

我受持是世尊未曾有法。(大正 1、p.469c)

〈訳〉ある時、尊者阿難は、夕刻に、燕坐から立ち上がり、仏のところに参って、礼拝し、

退いて面前に坐って申し上げた。「世尊、私は世尊が迦葉仏の時代に始めて仏道を願い、

党行を行ったと聞きました。もし世尊が迦葉仏の時代に始めて仏道を願い、党行を行った

とすれば、私はこれを世尊の未曾有である法と受持いたしましょう。私は世尊が迦葉仏の

時代に始めて仏道を願い、党行を行い、兜悲惨天にお生まれになったと聞きました。もし

世尊が迦葉仏の時代に仏道を願い始め、党行を行い、兜意呼天にお生まれになったのであ

れば、私はこれを世尊の未曾有である法と受持いたしましょう。」

このように、漢訳『未曾有法経』の誕生記事は、迦葉仏の時代のブッダの事蹟として述べら

れるにこでは「菩薩」の語は用いられない)。阿難が語るという形態は、「希有未曾有法経』と

同じである。しかしこの後、漢訳『未曾有法経』では、ブッダの誕生から成道までを描いてい
⑪ ⑫  

る(U"希有未曾有法経」は菩薩誕生の場面のみ記す)。また誕生傷は存在しない。『希有未曾有法

経』とはかなりの差異がある。

さて、【資料1]に関して、注釈書に以下の説明がある。

【資料4】

Evarp-jacca ti Vipassi-adayo khattiyajacca， Kakusandhadayo brahmal).ajacca ti. 

(RゆancasudaniIV p.l67) 

〈訳>rこのような生まれであった」とは、ヴィパッシンなどは王族の生まれであり、カク

サンダなどは、バラモンの生まれであったと[いうことである]。

Evarp-gotta ti Vipassi-adayo K01)c1annagotta， Kakusandhadayo Kassapagotta ti. 

(Paμ針。sudaniIV p.167) 

く訳>rこのような姓であった」とは、ヴィパッシンなどは、コンダンニャ姓であり、カク

サンダなどは、カッサパ姓であったと[いうことである]。

このように、注釈書では過去仏の名前を記す。そしてこの内容は、『希有未曾有法経』と同

様、パーリ上座部に帰属し、過去七仏が登場する Mahφαdtinasuttanta(以下MAPと表記)と

関連する。 MAPは冒頭で過去七仏の生まれた時期、寿命などについて説明する。その中に次



の記述が存在する。

【資料5-a] 
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Vipassi bhikkhave bhagava arahal11 samma-sambuddho khattiyo jatiya ahosi， 

khattiya-kule udapadi. Sikhi bhikkhave bhagava arahal11 samma-sambuddho khattiyo 

jatiya ahosi， khattiya-kule udapadi. Vessabhu bhikkhave bhagava arahal11 samma-

sambuddho khattiyo j忌tiyaahosi， khattiya-kule udapadi. Kakusandho bhikkhave 

bhagava arahal11 samma-sambuddho brahma1).o jatiya ahosi， br討lma1).a-kuleudapadi. 

Konagamano bhikkhave bhagava arahal11 samma-sambuddho brahma1).o jatiya ahosi， 

brahma1).a-kule udapadi. Kassapo bhikkhave bhagava arahal11 samma-sambuddho 

brahma1).o jatiya ahosi， brahma1).a-kule udapadi. Ahal11 bhikkhave etarahi arahal11 

samma-sambuddho khattiyo jatiya ahosirp， khattiya-kule uppanno. (DN.II pp.2-3) 

く訳〉比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるヴィパッシン世尊は、生まれが王族であ

り、王族家に生まれたのである。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるシキン世尊は、

生まれが王族であり、王族家に生まれたのである。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者で

あるヴェッサブ一世尊は、生まれが王族であり、王族家に生まれたのである。比丘たちよ、

阿羅漢であり正等覚者であるカクサンダ世尊は、生まれがバラモンであり、バラモン家に

生まれたのである。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるコーナーガマナ世尊は、生

まれがノ〈ラモンであり、バラモン家に生まれたのである。比丘たちよ、阿羅漢であり正等

覚者であるカッサパ世尊は、生まれがバラモンであり、バラモン家に生まれたのである。

比丘たちよ、現在、阿羅漢であり正等覚者である私は、生まれが王族であり、王族家に生

まれたのである。

{資料5-b】

Vipassi bhikkhave bhagava araharp samma-sambuddho KOI).clanno gottena ahosi. Sikhi 

bhikkhave bhagava araharp samma-sambuddho KOI).clanno gottena ahosi. Vessabhu 

bhikkhave bhagava araharp samma-sambuddho KOl).clanno gottena ahosi. Kakusandho 

bhikkhave bhagava araharp samma-sambuddho Kassapo gottena ahosi. Konagamano 

bhikkhave bhagava araharp samma-sambuddho Kassapo gottena ahosi. Kassapo 

bhikkhave bhagava araharp samma-sambuddho Kassapo gottena ahosi. Aharp bhik-

kave etarahi arahal11 sammasambuddho Gotamo gottena. (DN. II p.3) 

く訳〉比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるウYノマッシン世尊は、姓がコンダンニャ

であった。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるシキン世尊は、姓がコンダンニャで

あった。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるヴェッサブ一世尊は、姓がコンダンニ
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ャであった。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるカクサンダ世尊は、姓がカッサパ

であった。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるコーナーガマナ世尊は、姓がカッサ

パで、あった。比丘たちよ、阿羅漢であり正等覚者であるカッサパ世尊は、姓がカッサパで

あった。比丘たちよ、現在、阿羅漢であり正等覚者である私は、姓がゴータマである。

注釈書[資料4]の説明から、『希有未曾有法経』における[資料 1]の記述は、 MAPの

過去七仏について説明する{資料5】と同内容の記述を継承していると考えられる。そしてこ

の後、ブッダは、過去仏であるヴィパッシン仏の伝記を述べる。その中にヴイパッシン菩薩

(成道以前であるため、菩薩の呼称を用いている)の誕生記事が存在する。この箇所は、『希有未
⑬ 

曾有法経』の菩薩誕生記事と同じ形態である。『希有未曾有法経』における菩薩誕生記事の成

立を考察するうえで、 MAPに保存されるヴィパッシン菩薩誕生記事は重要になってくる。そ

のことについて、以下検討していく。

2. Mahapadanasuttantaにおけるヴイノマッシン菩薩誕生記事

MAPの内容を概略すると以下の通りである。

< 1 >比丘たちの間で前生に関する談話が起こる。<2 >それに答える形で、ブッダが比丘た

ちに過去七仏それぞれの生まれた時代、生まれ([資料5-a])、姓([資料5-b])、寿命、菩提樹、

二大弟子、サンガの構成、侍者、父母、王都の名称を述べる(以下この箇所を「七仏の事蹟」と

呼ぶ)。ここで一度、ブッダは比丘たちの前から去る。<3 >再ぴ現れたブッダは、第一仏であ

るヴィパッシン仏の伝記を比丘たちに語り始める(以下この箇所を「ヴィパッシン仏伝」と呼よ)。

く4>最後に、浄居天の神々が、ヴィパッシン仏の事蹟をブッダに語る。

さて、上記 <2>r七仏の事蹟」の直後、<3 > rヴイパッシン仏伝」が説示される直前に、以

下の記述がある。

{資料6] 

Atha kho tesarp bhikkhunarp acira-pakkantassa Bhagavato ayam antara katha 

udapadi:‘Accharivam avuso abbhutam avuso Tatha回 tassamahiddhikata mahanub-

havata. vatra hi nama Tathagato atite Buddhe parinibbute chinna-papance chinna-

vatume parivadinna-vatte sabba-dukl王ha-vitivatteiatito pi anussarissati. namato pi 

anussarissati.定ottatopi anussarissati. avuppamanato pi anussarissati， savaka-vu文ato

pi anussarissati， savaka-sannipatato pi anussarissati-“Evam-jacca te bha四 vanto

ahesum iti pi， evam-nama evam-gotta evam-sila evam-dhamma evam-panna evam-

vihari evam-vimutta te Bhagavanto ahesum iti piti" (DN. II p.8) 
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く訳〉さて、世尊が立ち去られてすぐに、比丘たちの間で次の談話が起こった。「友らよ、

希有である。友らよ、未曾有である。如来に大神力があり、大威力があることは。実に如

来は、般浬繋し、戯論を断ち、道を断たれ、輪廻を終熔させ、一切の苦を超越した過去の

諸仏について、生まれを記憶し、名を記憶し、姓を記憶し、寿命を記憶し、両弟子を記憶

し、弟子集会を記憶するということは。『かの世尊方はこのような生まれであった』とか

『かの世尊方はこのような名であった、このような姓であった、このような戒を持ってい

た、このような法を持っていた、このような慧を具えていた、このように住していた、こ

のような解脱をした』と。」

Kin nu kho avuso? Tathagatass' eva nu kho esa dhamma-dhatu suppatividdha yassa 

dhamma -dhatuy忌 suppatividdhatta Tathagato atite Buddhe parinibbute chinna-

papance chinna-vatume pariyadinna-vatte sabba-dukkha-vitivatte jatito pi anussarati， 

I1amato pi anussarati. gottato pi anussarati， ayuppamanato pi anussarati， savaka-

vugato pi anussarati， savaka-sannipatato pi anussarati:“Evam-jacca te bha四 vanto

ahesum iti pi， evam-nama evam-gotta evam-sila evam-dhamma evam-panna evam-

vihari evam-vimutta te Bha問 vantoahesum iti piti.'1 Udahu devata Tathagatassa 

etam atthal11 aroceSUl11 yena Tatha問 toatite Buddhe parinibbute chinna-papance 

chinna-vatume pariyadinna-vatte sabba-dukkha-vitivatte jatito pi anussarati， namato 

pi anussarati，定ottatopi anussarati， avuppamanato pi anussarati， savaka-yugato pi 

anussarati， savaka-sannipatato pi anussarati:“Evam-jacca te Bha問 vantoahesum iti 

pi. evam-nama evam-gotta evam-sila evam-dhamma evam-panna evam-vihari 

evam-vimutta te Bha四 vantoahesum iti piti'l' Ayan ca h' idal11 tesal11 bhikkhunal11 

antara katha vippakata hoti. (DN.II pp.8-9) 

〈訳>r友らよ、一体どうしてなのであろうか。如来にだけこの法の本質がよく洞察されて

おり、その法の本質がよく洞察されているために、知来は、般j呈繋し、戯論を断ち、道を

断ち、輪廻を終息させ、一切の苦を超越した過去の諸仏について、生まれを記憶し、名を

記憶し、姓を記憶し、寿命を記憶し、両弟子を記憶し、弟子集会を記憶するのであろうか。

『かの世尊方はこのような生まれであった』とか『かの世尊方はこのような名であった、

このような姓であった、このような戒を持っていた、このような法を持っていた、このよ

うな慧を具えていた、このように住していた、このような解脱をした』というように。そ

れとも神々が知来にこのことを告げ、そのため知来は、般j呈繋し、戯論を断ち、道を断ち、

輪廻を終息させ、一切の苦を超越した過去の諸仏について、生まれを記憶し、名を記憶し、

姓を記憶し、寿命を記憶し、両弟子を記憶し、弟子集会を記憶するのであろうか。『かの
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世尊方はこのような生まれであった』とか『かの世尊方はこのような名であった、このよ

うな姓であった、このような戒を持っていた、このような法を持っていた、このような慧

を具えていた、このように住していた、このような解脱をした』というように。」しかし

比丘たちのこの談話は中断された。

この【資料6]は、『希有未曾有法経』で記される{資料1] と重複する内容を持つ。この後、

ブッダが再ぴ現れ、 r~去の本質をよく洞察している」ことと、「神々が告げた」ために、過去仏

の様々な事蹟について記憶していると比丘たちに説明する (DN.IIp.10)。そしてブッダは次

のように述べる。

【資料7]

‘Iccheyyatha no tumhe bhikkhave bhiyyoso mattaya pubbe-nivãsa-pa~isarpyuttarp 

dhammirp katharp sotun ti?'‘Etassa Bhagava kalo， etassa Sugata kalo. Yarp Bhagava 

bhiyyoso matt忌ya pubbe-nivasa-patisarpyuttarp dhammirp katharp kareyya， 

Bhagavato sutva bhikkhu dharessantiti.'‘Tena hi bhikkhave sUl).atha， sadhukarp 

manasikarotha， bhasissamiti.'‘Evarp bhante' ti kho te bhikkhu Bhagavato paccas-

sosurp (DN. 11 pp.10-11) 

〈訳>r比丘たちよ、あなたがたは、前生に関する法話をさらに聞きたいか」

「世尊、まさにその時です。善逝よ、まさにその時です。世尊がさらに前生に関する法話

をすれば、比丘たちは世尊の[話を]憶持するでしょう。」

「それでは比丘たちよ、聞きなさい。そして十分に注意しなさい。[では]話そう J rわか

りました、世尊」と比丘たちは世尊に答えた。

この後、「ヴィパッシン仏伝」がブッダによって説示される。その中にヴィパッシン菩薩の

誕生記事がある。

【資料8] 

‘Atha kho bhikkhave Vipassi Bodhisatto Tusita kaya cavitva sato sampajano matu・

kucchirp okkami. Ayam ettha dhammata. (DN. 11 p.12) 

〈訳〉きて比丘たちよ、 トゥシタ天より没したヴィパッシン菩薩は、念をそなえ、正知を

そなえ母胎に入ったのである。これがこの場合における常法である。

この後の内容は、先述した「希有未曾有法経』の菩薩誕生記事(5) - (19) とほほ、一致す

る (DN.IIpp.12-15)。ただし MAPでは、それぞれの項目の末尾に、「これがこの場合におけ
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る常法である (Ayanettha dhammata) J という定型句が添えられる。

さて[資料6]は『大本経』では以下のように記される。

[資料9]

時諸比丘於乞食後集花林堂。各共議言。諸賢比丘。唯無上尊為最奇特。神通遠達。威力弘

大。乃知過去無数諸悌。入於浬繋。断諸結使。消滅戯論。又知彼悌劫数多少。名競姓字。

所生種族。其所飲食。害命惰短。所更苦楽。又知彼悌有如是戒。有知是法。有知是慧。有

知是解。有如是住。云何諸賢。如来為善別法性知知是事。為諸天来語。乃知此事。(大正1，

p.1b) 

く訳〉さて、比丘たちは乞食の後、花林堂に集まり互いに議論していた。「比丘たちよ、た

だ無上である尊者だけが特別に優れており、神通が広くゆきわたり、威力が大きいために、

過去の無数の諸仏が浬繋に入札多くの結使を断ち、戯論を滅ぼしたことを知っており、

またかの仏たちが、どの時代に出現したのか、名号と姓字、どのような生まれか、飲食し

たもの、寿命の長短、どのような苦楽を経験したかを知っていて、またかの仏たちがどの

ような戒を持ち、どのような法を持ち、どのよっな慧を具え、どのような解脱をし、どう

住していたかを知っているのだ。賢者たちよ、どうであろうか。知来は法性をよく理解し

ているからこの事をしっているのであろうか。[あるいは]神々が語ったからこの事をし

っているのか。」

ここで注意すべき点は、{資料9]が設置されている箇所である。『大本経』での【資料9] 

は、 MAPの{資料6]と異なり、経典の冒頭、つまり「七仏の事蹟」の前に設置される。ま

た、党本 Mahiivadanαsiitraも『大本経』と同じ構成を保つ (ed.Waldschmidt， tei12 p.64)。

「七仏の事蹟」のみを伝承する『七仏父母姓字経.JI IF 増ー阿含経』も[資料6][資料9】に相
⑪ ⑬  

当する記述を保持するが(大正 1、pp.159a-b、大正2、p.790a)、ここでも『大本経』や党本と
⑮ 

同様、経典の冒頭に設置される。『希有未曾有法経』の記す【資料1]は、「大本経」類と併せ

て考察すると、過去仏思想、の展開のうえでも重要な記述となってくる。

以上、 MAPが保存するヴィパッシン菩薩誕生記事を確認した。そして『希有未曾有法経』

の{資料1][資料2]の内容から、アーナンダは、以前にブッダから MAPのヴPイパッシン

菩薩誕生記事、もしくはそれと同内容の話を聞いて『希有未曾有法経』での菩薩誕生を語った

可能性が考えられる。そこで問題となるのが、 r希有未曾有法経』における「菩薩」が、ブッ

ダの修行時代としての菩薩として語られたのか、過去仏であるヴィパッシン仏の修行時代とし

ての菩薩として語られたのかということである。この問題について、次章で検討する。
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3 .ニカーヤにおける菩薩誕生記事の成立

ここまで、『希有未曾有法経」と、 MAPの菩薩誕生記事が深く関係することを確認した。

さて、この二経の最大の違いは、『希有未曾有法経』が菩薩誕生のみを記す経典であるのに対

し、 MAPの「ヴイパッシン仏伝」は、菩薩誕生記事の後、ヴィパッシン王子が具える三十二

相についての説明、四門出遊、出家、成道、党天勧請、転法輪、サンガの成立、そして最後に
⑪ 

波羅提木叉の諦出・制定を記すことである。 MAPの「ヴイパッシン仏伝」が、釈尊の伝記を
⑬ 

模倣して作成されたのか、そうではないのかといっという問題に関しては諸説あるが、このこ

とは、ヴィパッシン仏に関する記事ごとで、事情は変わってくると考えるべきであろう。つま

り、釈尊伝の模倣と考えられる筒所もあれば、そうではない可能性を有する箇所もあるという
⑬ 

ことである。では、今回検討している菩薩誕生記事に関してはどうであろうか。この問題は、

『希有未曾有法経』における「菩薩」の意味が重要となる。吹田隆道氏は、『希有未曾有法経』

の[資料1]と、 MAPの関係、を考慮、したうえで、 n希有未曾有法経』は『大本経」が伝承し
@ 

た仏陀のあるべき姿としての共通性を釈尊に集約して伝承したものといえる」と指摘される。

ニカーヤにおける菩薩誕生記事は、 Aえ:guttaranikめ'aにも保存されている。

{資料10]

Tathagatassa bhikkhave arahato sammasambuddhassa patubhava cattaro acchariya 

abbhuta dhamma patubhavanti. Katame cattaro? 

Yada bhikkhave bodhisatto Tusita kaya cavitva sato sampajano matukucchiyarp 

okkamati atha sadevake loke samarake sabrahmake sassamal).abrahmal).iya pajaya 

sadevamanussaya appamal).o ularo obhaso patubhavati atikkamm' eva devanarp 

devanubhavanarp. Ya pi ta lokantarika agha asarpvuta andhakara andhakaratimisa 

yattha p'imesarp candimasuriyanarp evarp mahiddhikanarp evarp mahanubhavanarp 

abha nanubhonti， tattha pi appamal).o ularo obhaso patubhavati atikkamm' eva 

devanarp devanubhavanarp. Ye pi tattha satta uppanna te pi ten' obhasena annaman-

narp sanjananti -anne pi kira bho santi satta idh' uppanna ti Tathagatassa bhikkhave 

arahato sammasambuddhassa patubhava ayarp pathamo acchariyo abbhuto dhammo 

patubhavati. (AN. II pp.130-131.) 

く訳〉比丘たちよ、知来であり阿羅漢であり正等覚者である[方]の出現により、四の希

有未曾有法が出現する。四とは何か。

比丘たちよ、菩薩がトゥシタ天より離れて、正念、正知した[彼が]母胎に入る時、天を

含む世界において、魔を含む[世界]において、党天を含む[世界]において、沙門・パ
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ラモンの人々[の内]において、天と人間[の内]において，無量の偉大なる光明が、

神々の威力に打ち勝つて現れるのである。また世界の中間で、障りがなく、抑制のない時

間・暗黒や、[また]このように大神変があり、大威力がある月や太陽が、光と共にない

所、そのような所にも、無量の偉大なる光明が、神々の威力に打ち勝つて現れるのである。

また、そこに再生せる衆生たちも、光によって互いに知覚するのである。「友よ、他に再

生した衆生たちもここにいるらしい」と。比丘たちよ、知来であり阿羅漢であり正等覚者

である[方]の出現により、この第一の希有未曾有法が出現するのである。

この後、菩薩が母胎から出る時、如来が最上の正等覚を得る時、知来が最上の法輪を転じる
@ 

時、と設定を変えて、上記の記述を繰り返し述べる (AN.II p.131. )。この記述は、『希有未曾

有法経』およびMAPの菩薩誕生記事と重複する内容を持つ。また、ブッダがトゥシタ天か

ら来たという記述は、 Suttanipataにも存在する (Sn.955.ここでは「菩薩」の語は用いられてい
@ 

ない)。これらの資料は、『希有未曾有法経』と MAPにおける菩薩誕生記事の源泉となる要

素を含んでいる可能性がある。そして誕生備などを合む、より装飾的な菩薩誕生記事が『希有

未曾有法経』や MAPに挿入されたと考えられる。この二経の成立の前後は、即座には決定

出来ないが、[資料1][資料2]の内容からすれば、 MAPと同内容の文献が、現存の『希有

未曾有法経」よりも先に存在したこととなる。そこで『大本経」の異訳の一つである『七仏

経』に注目したい。この経典は、『毘婆戸仏経』と合わせると、「大本経」類に相当する内容と
@ 

なる。問題の毘婆ド菩薩誕生記事であるが、これは「七仏の事蹟」と共に『七仏経」に保存さ

れている(大正 1、pp.152b-154a、ここでは三十二相についても記す)。この構成は、『毘婆戸仏

経』や「大本経」類の内容を併せて考えると、違和感を覚える。つまり「ヴイパッシン仏伝」

が、菩薩誕生記事とそれ以降とで分断されることになるからである(IT"見婆戸仏経』は毘婆戸太

子の四門出遊記事から始まる)。この問題に関して、岡野潔氏は、 n七仏経』に保存されている

「七仏の事蹟」と、菩薩誕生記事は初めは独立した経典であり、それが合体して『七仏経』の
@ 

原型となり、仏伝として完成させるために『毘婆戸仏経』の部分が成立した」と指摘される。

「七仏の事蹟」のみを伝承する r七仏父母姓字経JI IF増ー阿合経』の存在を考えると、「七仏の

事蹟」部分は最も早い成立であろうと思われる。そして、成立の前後は決定できないが、ヴイ

パッシン菩薩誕生記事と、それ以降の記事は、一度に出来上がったものではないと考えるのが

妥当であろう。さて、『七仏経』にも【資料1]【資料6][資料9]に相当する記述が存在す

るが、着目すべきことは、それが設置される箇所である。ここでは、 MAP同様、「七仏の事
@ 

蹟」の直後、菩薩誕生記事の直前に置かれる(大正1，pp.152a-b)。先述したように、『大本経』、

党本、そして「七仏の事蹟」のみを伝承する『七仏父母姓字経JI IF増ー阿合経』では、経典の
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冒頭に設置されている。本来、この導入部分は、吹田隆道氏が指摘するように、「七仏の事蹟」
@ 

を始めるためのものであったと考えられる。しかし後に、菩薩誕生記事が成立すると、「七仏

の事蹟」と菩薩誕生記事の聞に置かれる傾向が生じた可能性が高い。そのため、『希有未曾有

法経』のように、菩薩誕生記事のみを保存する文献では、冒頭に設置されることになるのであ

る。このことから、【資料 1]を導入として用いる『希有未曾有法経』における菩薩誕生記事

は、 MAPが保存する「七仏の事蹟」もしくは、それと同内容の記述を前提として伝承された

と考えられる。そうであれば、『希有未曾有法経』における菩薩誕生記事の「菩薩」を、無批

判にブッダ・釈尊の修行時代とすることには問題がある。ヴィパッシン菩薩などの、過去仏の

修行時代としての菩薩と考えることが出来るのではなかろうか。これらのことから、ニカーヤ

において、誕生偽を含む形態の菩薩誕生記事は、過去仏の誕生記事として伝承されたと考えら

れる。同時に MAPの菩薩誕生記事は、釈尊伝の模倣ではなく、元々、過去仏の誕生記事と

して編纂・伝承された形態であった可能性が指摘出来る。

高吉 五日
ニコ
H
F

本稿の内容をまとめる。第 1章で『希有未曾有法経』の菩薩誕生記事の内容を確認し、その

導入部分である【資料1]に着目した。その内容および注釈書の説明から、本経が、同じパー

リ上座部所伝の MAPに保存される「七仏の事蹟」と密接に関係していることを指摘した。

そして MAPにおけるヴイパッシン菩薩誕生記事の内容を確認し、 r希有未曾有法経』の【資

料 1]と重複する内容を持つ【資料 6]について分析したのが第 2章である。第 3章では、

MAPの異訳である漢訳文献に着目し、それらの構成から、『希有未曾有法経』の菩薩誕生記

事は、 MAPの「七仏の事蹟」と同内容の記述を前提として成立したことを論じた。この点か

ら、『希有未曾有法経』の菩薩誕生記事は、過去仏の誕生記事である可能性を指摘した。この

ことは、漢訳「未曾有法経」の誕生記事([資料3】)では、『希有未曾有法経』と異なる内容

が伝承されているため、パーリ上座部独自の菩薩誕生記事の形態であるのか、なお検討を要す

る問題である。

阿合・ニカーヤにおける菩薩思想、のー形態として、「過去仏の修行時代としての菩薩」が存在
@ 

したことは、「大本経」類における「ヴィパッシン菩薩」の記述からも明白である。この形態

の「菩薩」は、成道以前の場面を描く仏伝の成立とも無関係ではないと考える。このことは、

今回検討した内容に関して言えば、九分教に含まれる「未曾有法」とも併せて考察する必要が
@ 

ある。そして『希有未曾有法経』に保存されるような菩薩誕生記事が、過去仏の伝記とはいえ、

極めて纏まった仏伝の体裁を保つ「大本経」類の「ヴイパッシン仏伝」として集約されていく
@ 

過程は、阿合・ニカーヤにおける仏伝形式のー形態を定義するためにも重要で、ある。この問題
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は、「ヴイパッシン仏伝」に含まれる他の記事と関連させて検討しなければならない。今後の

課題としたい。

く略号〉

AN.二 A先guttaranikめla(PTS)

DN. = Dighanikaya (PTS) 

MN. = Majjhimanikaya (PTS) 

大正Ii"大正新修大蔵経』

註

① 『望月仏教大辞典.!5 (世界聖典刊行協会、 1933)pp.4215c-4216b参照。

② 阿合・ニカーヤ、律蔵に含まれる仏伝については、外薗幸一『ラリタヴィスタラの研究』上(大

東出版社、 1995)pp.43-48に列挙されている。また、増谷文雄氏は、意図的に編纂された最初期

の仏伝文献として、パーリ律大品Mahal王handhakaに含まれる仏伝、 Ar:かゆari'yesanasutta

(MN.26)、Mahφαrinibbanasuttanta(DN .16)を詳細に分析された。増谷文雄『仏陀の伝記一
資料の研究一(増谷文雄著作集5).n (角川書庖、 1981)pp.106-339. 

③ このことに関して平川彰氏は、「経典作者は仏陀の伝記を作るのが目的で、経典を語っているので

はなく、別の真理を示さんとしたものが、たまたま仏伝の形をとったにすぎないのである。すな

わち仏伝が、何らかの教理的価値をもっており、弟子たちの修行に有意義で、ある場合のみ、聖典

として語りつがれる資格を持ったのである」と述べる。平川彰「律蔵の研究II<著作集10>.!(春

秋社、 2000)p.101.この視点を持てば、ブッダの生涯を断片的に記す文献の存在はなんら不思議

ではない。一方、ブッダの全生涯を語る文献に関して外薗幸一氏は、 rli"仏所行讃』がそうである

ように、仏陀の生涯の讃美が目的であれば、その内容が誕生から入滅に至る「生涯の全伝」とな

るべきは勿論である」と述べる。外薗幸一 [1995Jp.53参照。

④ 森章司氏は、仏伝における成道以前の記事に関して「神話・伝説というべきであって、おそらく

後世になって作られたものである」と述べる。森章司rIi"原始仏教聖典資料による釈尊伝の研究』

の目的と方法論J Ii"原始仏教聖典資料による釈尊伝の研究.!1 (中央学術研究所、 1999)p.3参照。

⑤ 本経に相当する漢訳も存在する。「中阿合経』巻第八 (32)r未曾有法経」、東晋厨賓三蔵塵曇僧

伽提婆訳(大正1，N 026， pp.469c・471c)。本橋では漢訳「未曾有法経』と表記する。

⑥ 水野弘元「釈尊の生涯く増補版>.! (春秋社、 1960)p.302参照。 RobertChalmers“The Nativ-

ity of the Buddha"， Journal 01 the Royal Asiatic Society， October (1895) pp.751・771.

⑦対応する漢訳は『長阿合経』巻第 1r大本経」後秦・仏陀耶舎・竺仏念訳(大正1， No1pp.1b・

10c)本稿では『大本経」と表記する。他に以下の異訳がある。

・『仏説七仏経.!1巻、宋・法天訳(大正1，N 0.2， pp.150a・154a)

・『毘婆戸仏経.!2巻、宋・法天訳(大正1，N 0.3， pp.154b・159a)

・『七仏父母姓字経.!1巻、失訳(大正1，No.4， pp.159a・160a)

. Ii"増ー阿合経』不善品第4経、東晋僧伽提婆訳(大正2，N 0.125， pp. 790a・791b)

中央アジアで発見された本経に対応する党本の断簡も存在し、 Waldschmidtにより校訂出版さ

れた。 E.Waldschmidt，Dαs MahavadanasiUra Tei1.1，2. (AKADEMIE-VERLAG Berlin，1953， 
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1956) . また近年、吹田隆道氏の校訂により以下のテキストが出版された。 Takamichi Fukita， 

The Mahavadanαsi1tra A neω edition based on manuscripぉdiscoveredin northern turkestan 

(Vandenhoecl王&Ruprecht，2003)本稿では、パーリ本・党本・「大本経』を総称する際、「大本

経J類と表記する。また、 Mahavadanasi1traとSanghabhedavastuの保存する菩薩誕生記事の構

成組織と異同については、吹田隆道 rr大本経」と「破僧事」に見る共通の伝統と地方的変遷-特

に菩薩誕生伝説を中心として一J IF法然学会論叢.n6 (1988) pp.5-22参照。

⑧ ここでの「希有未曾有法経』の内容説明は、片山一良 IF[パーリ仏典】第一期 5中部(マッジマ

ニカーヤ)後分五十経篇 I.n (大蔵出版、 2001)pp.30-31に従った。

⑨ Aggo 'ham asami lokassa， se~~ho 'ham asami lokassa， je~~ho 'ham asami lokassa， ayam 

antima jati， na 'tthi dani punabbhavo ti. (MN.III p.123) 

〈訳〉私は世界の第一人者である。私は世界の最勝の者である。私は世界の最年長者である。これは

最後の生まれである。もはや再生はない。

⑬ 水野弘元「釈尊の降誕に関する伝説の謎J IF大世界』三月号 (1957)pp.28-32参照。

⑪ この相違に関して中村元氏は「まとまった仏伝への動きであり、後代のもろもろの仏伝の一つ

の原型とみなすべきであろう。」と指摘される。中村元「仏伝J IF原始仏典.n (筑摩書房、 1974)p. 

7参照。『中阿合経』の所属部派は、説一切有部、もしくはそれに極めて近い部派であると考えら

れている。前田恵学『原始仏教聖典の成立史研究.n (山喜房悌書林、 1964)pp.638-639， p.646参照。

他に榎本文雄 rUdanavar回諸本と雑阿合経、別訳雑阿合経、中阿合経の部派帰属J IF印度学仏教

学研究.n28-2 (1980) pp.933 (55)-931 (57). 

⑫ 阿理生「釈尊の誕生伝説ーその諸問題の解明一J IF戸崎宏正博士古稀記念論文集インドの文化と

論理.n (九州大学出版会、 2000)p149参照。

⑬ Lord Chalmers， Further Dialogues 01 the Buddha Translated 斤'omThe ραli 01 THE 

MA]]HIMA NIKA YA， V 01.2 (SRI SA TGURU PUBLICATIONS， 1927) p.224. 

T.W.Rhys Davids， DIALOGUES OF THE BUDDHA， Vo1.2 (PTS，1910) p.8. 

⑪飯己有数十比丘。於昇慮相輿共語言。悌是我所尊事神無極。悌自在意饗化。何等不作知巳去悌

及嘗来{弗。年紀害命父母姓字弟子幾人。所施行志意教令。

⑬ 爾時衆多比丘。集普曾講堂各生此念。今知来甚奇甚特。過去取般i呈繋者。亦復知彼姓名種族持

戒翼従。皆悉分明。三昧智慧解脱解脱見慧。身寄有長短。皆悉知之。云何諸賢。為是知来分別法

慮極為清津知彼諸{弗姓字所出之慮乎。為是諸天来至イ弗所而告此耶。

⑬ この問題について、吹田隆道氏は、rIFヴイパッシン仏伝』を始めるためのプロローグが本来の

経典の官頭部分として『七仏の事蹟』の前に位置していたことがわかる。(中略)本来は、 MAP

のように『なぜ如来が過去仏の存在を知っているのか』という疑問が『七仏の事蹟」を知った後

に生まれたものでなく、すでに別の典籍において過去仏の存在が一般化しており、それを受けて

『大本経』の初期の部分である『七仏の事蹟』が成立していったと考えるべきである」と指摘され

る。吹田隆道rIF大本経』に見る仏陀の共通化と法レベルイヒJ IF渡遺文麿博士追悼記念論集・原始仏

教と大乗仏教』上(永田文昌堂、 1993)pp.271-273参照。

⑫ ヴイパッシン仏による波羅提木叉制定箇所の成立に関しては、拙稿 rMah砂adanasuttantaと

ノfーリ律経分別の関係J IFパーリ学仏教文化学.n18 (2005) pp.77-84参照。

⑬ 「大本経」類の「ヴイパッシン仏伝」が、「釈尊の伝記を模倣して作成された」とするものは、

平等通照『併陀の死.n (印度学研究所、 1961)p.32.干潟龍祥「インド仏教重要事項年代考J IF鈴木

学術財団研究年報.n12/13 (1976) p.8.また岡野潔氏は「実質的に本経の大きな部分を占めるヴイ

パッシン仏の仏伝は、編集当時存在したであろう原始的な釈迦牟尼の仏伝の、固有名詞だけを入
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れ替えた複製といえるものである」と述べる。岡野潔「偉大な過去世の物語一大本経一J 11原始仏

典』第2巻(春秋社、 2003)p.481参照。一方、中村元氏は、釈尊の伝記が「ヴイパッシン仏伝」

を借用したという可能性を示唆する。中村元『ゴータマ・ブッダ Iく選集決定版11>.n(春秋社、

1992) p.7参照。また、石上善応氏は、誕生備と四門出遊の場面は「ヴィパッシン仏伝」がもっ

とも古形であろうと述べる。石上善応「仏伝と仏伝文学J 11大正新修大蔵経会員通信.n39 (1964) 

p.2参照。

⑬ この記事に関しては、誕生偽成立の観点で多く研究がなされてきた。石上普応「仏伝に現われ

た『七歩』の意味J 11仏教文化研究.n15 (1969) pp.21-36に誕生備を記す文献が列挙されている。

他に門川徹異「仏伝における誕生備の形成過程J 11印度学仏教学研究.n15-2 (1967) pp.614-615. 

阿理生氏は「希有未曾有法経』と MAPにおける誕生偶が最古層のものであると述べる。阿理生

[2000J pp.137-172参照。

@ 吹田隆道 [1993Jpp.278-281参照。

@対応する漢訳も存在する。『増ー阿合経』巻十七、四諦品第二十五、東晋僧伽提婆訳(大正2，

N 0.125， p.631b-c) 
⑫ ニカーヤ以外でブッダがトゥシタ天にいたことを記す文献については、中村元 [1992Jp.82参
H召。

@ 両経とも法天による翻訳とされる。この二経が本来一つのものであったか否かについては諸説

ある。赤沼智普氏は n七仏経』と「昆婆戸仏経』とは一連の経典であって、伝持の聞に二経とせ

られたものであろう」とされる。『仏書解説大辞典.n9 (大東出版社、 1935)p.145c参照。岡野潔

氏は n七仏経』に相当する部分が独立した経典として存在し、仏伝として完成させるために『毘

婆戸仏経」に相当する部分が成立し加えられた」と述べる。岡野潔 [1984Jr七仏経と見婆戸仏

経J 11印度学仏教学研究.n33-1 (1984) pp.128-129参照。吉元信行氏は「先に『七仏経』の部分が

成立し、それを仏伝として完成させるため、『毘婆戸仏経』の部分が加わって『大本経』のような

内容が成立したが、毘婆戸仏に関する付加部分のみが独立して『毘婆F仏経』となったと考えら

れる」と述べる。『大蔵経全解説大事典.n (雄山間出版、 1999)p.4参照。

⑫ 岡野潔 [1984Jpp.128-129参照。

@ 諸芯努衆。従其本合。往迦里梨道場。互相推問。過去如来入大j皇繋。離諸戯論。永断輪迎。而

無過失。如是大丈夫。有如是智慧。如是持戒。知是三摩地。如是解脱。知是威徳。知是種族。降

世利生。甚為希有不可思議。

@ 本稿注⑬参照。

@ Samyuttanikaya r因縁相応」にも「過去仏の修行時代としての菩薩」が登場する (SN.II pp.5-

11)。ここでは十二支縁起の逆観・順観をなす菩薩として説かれる。杉本卓洲「パーリ仏典に見ら

れる菩薩J 11パーリ学仏教文化学』創刊号 (1988)pp.99-100参照。また Samyuttanik命。の注釈書

Saratthappakas仇fに「過去世の菩薩 (atitabodhisatta) Jの語が見出せる。 SaratthappakasiniII 

p.22. 

⑧ 岩本裕氏は「九分教十二分教の中に仏伝という項目はなくても、その中の一部のものから仏伝

文学へ展開する端緒を掴むことができる」と述べ、その一つに「未曾有法」を挙げられる。岩本

裕「仏伝文学の成立(二)J 11三蔵集』第一輯 (1975)pp.251-258参照。

⑫ MAPが保存する「ヴィパッシン仏伝」について、平等通照氏は「断片的な仏伝しかない阿合

聖典の中で特異な存在をなしている」と指摘する。平等通照 [1961Jp.31参照。
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[付記]本稿は平成16年度龍谷仏教学会学術大会 (2005年1月13日)において口頭発表した内容に、

加筆修正したものである。


